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1. 研究の背景・目的  

運輸業は，他産業と比較して高齢化が顕著である

ことに加えて，団塊の世代の定年退職や若者の入職

者の減少に伴い，運転手の担い手不足が問題視され

ている．また，バス事業の離職理由には不十分な給与

や勤務時間，拘束時間などの労働条件が悪いことに

加えて，介護離職も要因としてある．バス事業は，長

距離移動や利用者へ直接的にサービスを提供すると

いう労働形態であることに加えて，人手不足である

ことから，身内に何かあった時にすぐに駆け付ける

ことができない． 

 本研究では，介護・保育サービスを提供することが

運転手の就業意向に影響を及ぼすかどうかを調査す

る． 運転手個人に着目し，介護離職希望者が働きや

すい環境を提供することによる運転手の担い手のす

そ野の拡大を検証することを本研究の目的とする． 

 

2. 既往の研究と本研究の特色 

バス運転手の労働環境に関する研究として草刈 1)

は，労働時間や給与等の実態調査に対する運転手の

反応に焦点を置いているが，現在の雇用条件とは異

なった雇用条件でも働くかについて示唆しているも

のではない． 

また，路線バス運転手の接客内容がバス利用意識

に与える影響に関する研究として鈴木ら 2)は，運転

手のサービス内容について顧客がどう評価している

かについて着目しており，評価されることが就業意

向につながるという事は示唆されているが，サービ

スの質を評価しており，運転手の反応については調

査していない． 

この 2 点から，現在の雇用条件だけでなく，より

高い雇用条件や介護保育の提供といった新たな項目

を含んだ雇用条件を提示し，これらへの就業意向を

分析することも本研究の特色である． 

 

3. 研究アプローチ 

3-1 調査の対象 

本研究では，近畿 2府 4県，中部 10県，関東 1都

6 県の大型二種免許保有者と大型免許保有者を対象

として Web 上でアンケート調査を行った．担い手の

すそ野の可能性を検証するためには，バス事業に従

事している人に加え，バス事業に従事していない人

の意見も評価すべきである．そこで，大型二種免許保

有者のみからではなく，大型免許保有者も対象に入

れて調査を行った． 

 

3-2 分析方法 

本研究ではコンジョイント分析を適用する．就業

意向に影響を及ぼす可能性のある雇用条件の因子お

よび水準を検討する際には，厚生労働省が提示して

いる改善基準告示に則り，最低限法律に沿った内容

とし，他の要素(自宅から勤務地までの距離や働きや

すい職場環境など)は固定のものとする．これより，

運転手の就業意向を左右する項目として「給与」，「拘

束時間」，「有給休暇」の 3つを設定する．また，少子

高齢化の進行に伴い，需要の増加が見込まれる「介

護・保育サービス」についても，その効果を把握する

ために因子として設定することとする．従って，合計

4 つの因子を設定する．また，実験計画法を用いて，

適切な質問項目数の確保を考慮し，因子ごとの水準

を 3つに設定する． 

また，4つの因子と 3つの水準から作成される 9つ

のプロファイルに対して「好まない」「どちらかとい

えば好まない」「どちらかといえば好む」「好む」「と

ても好む」といった５つの選択肢を設定したため，本

研究では，雇用条件下における効用値が 0 以上のも

のを働きたいと思える雇用条件と捉える． 

 

4. 分析結果と考察 

4-1 回答状況 

回答状況としては，1,500人（近畿 2府 4県，中部

10県，関東 1都 6県）から回答があった．しかし，
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9 つのプロファイル全てに「好む」「どちらかといえ

ば好む」「どちらかといえば好まない」と同一の回答

をした人たちは分析から外した．そのため，分析の対

象となる資格保有者は 1,415人となっている． 

 

4-2 コンジョイント分析結果 

回答を回収した大型二種免許及び大型免許保有者

計 1,415 人に対してコンジョイント分析を実施した

(表 1)．また，水準別の効用値を図-1に示す．表 1よ

り，因子間のレンジは，大きい順に「給与(0.956)」

「拘束時間(0.754)」「有給休暇(0.303)」「介護・保育

サービス(0.124)」となっている．各因子に対する t

検定は，全ての因子において 0.1%水準で有意差が見

られた．また，モデルのあてはまりの精度を表す重相

関係数は 0.192 であり，精度が十分に高いとはいえ

ないが，回帰式の有意性を確かめるためことに有効

な F検定を実施したところ 0.1%水準で有意差が見ら

れた．よって，信頼できる分析結果であるといえるた

め，以下で結果の解釈を行う． 

 一般的な雇用条件として[給与:450 万，拘束時

間:12 時間，有給休暇:15 日，介護・保育サービス:

なし]を仮定する．この雇用条件下の効用値は-0.232

であり，低い就業意向をとった．この雇用条件に即し

て，担い手のすそ野を拡大する際，最低限「年間給与

額を 175万 1825円上げる」「拘束時間を毎日 4.86時

間減らす」「付与有給休暇日数を年間18.49日増やし，

かつ介護・保育サービスを提供する」などの雇用条件

の向上を行う必要があることが分かった．営業環境

が厳しく，個人の賃金を向上させることが困難な事

業所がある中，介護・保育サービスを提供することは

事業所の負担コストを削減し，担い手の確保に寄与

することを検証できた． 

 

5. まとめ 

本研究では，大型二種免許及び大型免許保有者に

対してコンジョイント分析を実施することにより，

給与や拘束時間，有給休暇などの既存の雇用条件間

における資格保有者による評価及び介護保育サービ

スを新規のサービスとして運輸業に取り入れること

が運転手の担い手のすそ野を拡大することに有意な

結果を得ることが分かった． 

 本研究では，全データを用いた分析を行い，考察を

行ったが，母集団である全国の大型二種免許及び大

型免許保有者の属性を考慮したモデルを構築し、さ

らに詳細な考察を行うことが必要である． 
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表 1 効用値の推計結果 (n=1,415) 

 

***：有意水準 1%で有意 

 

図-1 水準別効用値 
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